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特
集

伝
統
と

文
化
の

源
泉

漆
　

文
化
庁
は
平
成
27
年
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
の
修
理
に
、
国
産
漆
を
使
用
す
る
こ
と
を
通
知
し
ま
し
た
。
こ
の
通

知
に
よ
り
、
国
産
漆
の
需
要
が
一
気
に
高
ま
り
、
国
内
最
大
の
漆
産
地
で
あ
る
二
戸
市
は
、
政
策
の
重
点
項
目
と
し

て
対
策
を
強
化
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
、
市
が
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
や
取
り
組
み
、
「
漆
」
で
生
き
る

人
た
ち
を
紹
介
し
、
今
後
、
漆
産
業
が
向
か
う
べ
き
道
を
探
り
ま
す
。
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　10 年前は漆の在庫が貯まっ

て全く売れない状況でした。そ

れが平成 27 年の文化庁の通知

から一変しました。国産漆の良

さが見直され、漆が足りなくな

り在庫もなくなってしまいまし

た。今は文化財だけでも 2.2㌧

必要だということで間に合って

いません。また、文化財以外の

一般的な需要も増えてきていま

す。これからまだまだ国産漆は

必要になってきます。

　生産量については、職人も増

えてきているので順調に増加し

ています。今年も７人が研修を

受けていましたので、まだまだ

増えていくでしょう。

岩手県浄法寺漆生産組合

さん組合長 泉
いずみ

山
やま

義
よし

夫
お

　一番の課題は漆の元となる原

木の確保です。今後原木が不足

していくのではないかと心配し

ています。耕作放棄地も増えて

きていますので、そういうとこ

ろを活用して漆を植えていた

だければとも思っています。ま

た、植えるための苗木も育てて

いく必要があります。また、職

人育成はもちろん、他産地に負

けない品質管理を徹底し生産量

もまだまだ上げていかなければ

なりません。

　そのためにもまずは、生産組

合自体でも原木の保育管理に力

を入れ、原木不足への対策に取

り組んでいきたいです。

浄法寺漆を次の世代へ伝えるために
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な
ぜ
浄
法
寺
は
漆
の
産
地
と
な
っ
た

の
か
。
歴
史
は
縄
文
時
代
ま
で
遡
り
、

遺
跡
か
ら
赤
い
漆
が
飾
り
に
つ
い
た
、

石
刀
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
安
時
代
に
天
台
寺
の
僧
侶
た
ち
が

作
っ
た
器
が
「
浄
法
寺
塗
」
の
ル
ー
ツ

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
浄
法
寺
や
そ
の
周
辺
地

域
は
漆
の
木
が
豊
富
な
土
地
で
し
た
。

そ
こ
へ
、
明
治
時
代
、
古
く
か
ら
漆
掻

き
職
人
が
多
く
い
た
福
井
県
か
ら
出
稼

ぎ
に
来
た
「
越
前
衆
」
と
呼
ば
れ
る
職

人
ら
が
、
よ
り
多
く
の
樹
液
を
得
る
こ

と
が
で
き
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
「
殺

し
掻
き
（
1
年
間
掻
き
、
最
後
に
切
り

浄
法
寺
の
漆
の
歴
史

国
産
漆
に
光
明
射
す

倒
す
）
」
と
い
う
手
法
や
道
具
を
伝
え

ま
し
た
。
し
か
し
戦
後
は
、
生
活
様
式

の
変
化
や
安
い
外
国
産
漆
の
増
加
に
伴

い
、
浄
法
寺
漆
は
衰
退
の
一
途
を
た
ど

り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
２
月
、
漆
産
業
に
と
っ
て

重
要
な
決
定
が
文
化
庁
か
ら
通
知
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
「
国
宝
・
重
要
文
化

財
建
造
物
の
保
存
修
理
に
お
け
る
漆
の

使
用
方
針
に
つ
い
て
、
国
産
漆
を
原
則

と
し
て
使
う
こ
と
」
で
す
。
生
産
量
が

減
少
し
て
い
る
国
産
漆
の
保
護
や
本
来

の
資
材
・
工
法
で
修
理
し
文
化
を
継
承

し
て
い
く
こ
と
が
目
的
。
当
初
は
上
塗

り
と
中
塗
り
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
30
年
に
は
下
地
を
含
め

た
１
０
０
％
国
産
化
を
目
指
し
た
決
定

で
す
。

　

こ
の
決
定
に
よ
り
、
国
産
漆
の
需
要

が
一
気
に
高
ま
り
、
国
産
漆
の
約
７
割

を
生
産
す
る
二
戸
市
で
も
、
政
策
の
重

点
項
目
と
し
て
、
よ
り
一
層
力
を
入
れ

て
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

職
人
数
・
生
産
量
の
変
遷

　

文
化
庁
の
通
知
に
よ
り
、
大
き
な
追

い
風
が
吹
く
中
、
漆
掻
き
職
人
と
生
産

量
の
減
少
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
、
職
人
19
人
で
掻
い
た

①日光東照宮の修復の様子／②漆掻き用のカンナで木に傷をつける／③熟練の職人から技を習う研修／

④カンナで傷をつけた個所から出てくる漆を、専用のヘラでタカッポと呼ばれるタルに掻き集めます

①②③④

漆
原
木
が
不
足

浄
法
寺
漆
の
ブ
ラ
ン
ド
化

漆
は
年
間
約
６
５
０
㌔
。
国
産
漆
の
使

用
通
知
以
降
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
の

修
理
に
必
要
な
国
産
漆
は
２
・
２
㌧
と

さ
れ
、
需
要
に
対
し
て
供
給
で
き
る
漆

の
量
が
大
幅
に
不
足
す
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
岩
手
県
浄
法
寺
漆
生
産
組

合
（
泉
山
義
夫
組
合
長
、
以
下
生
産
組

合
）
と
日
本
う
る
し
掻
き
技
術
保
存
会

（
工
藤
竹
夫
会
長
、
以
下
保
存
会
）
、
市

が
協
力
し
て
職
人
の
育
成
と
生
産
量
の

増
加
に
向
け
て
乗
り
出
し
ま
し
た
。
ま

ず
市
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
、
こ
れ
ま
で
11
人
を
任
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
保
存
会
で
は
、
漆
掻
き

技
術
を
習
得
す
る
研
修
も
実
施
し
、
漆

掻
き
に
つ
い
て
学
び
や
す
い
環
境
を
整

え
ま
し
た
。
研
修
の
講
師
や
協
力
隊
の

指
導
に
は
熟
練
の
職
人
ら
が
あ
た
り
、

知
識
と
技
術
を
伝
授
。
そ
の
結
果
、
今

年
度
は
職
人
数
34
人
、
生
産
量
目
標
の

約
１
・
４
㌧
を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。

かけがえのない

地域資源

浄法寺漆

　

職
人
が
増
え
生
産
量
も
増
加
し
ま
し

た
が
、
新
た
な
課
題
と
し
て
漆
原
木
の

不
足
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
２
㌧
の
漆
生
産
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
18
万
本
以
上
の
原
木
が
必

要
で
す
。
現
在
市
で
確
認
で
き
て
い
る

原
木
は
14
万
２
０
０
０
本
。

　

こ
れ
を
目
標
本
数
以
上
に
す
る
た
め

に
市
は
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
企

業
と
連
携
協
定
を
結
び
協
力
を
得
な
が

ら
、
漆
林
整
備
の
た
め
植
樹
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
植
樹
す
る
た
め

の
漆
の
育
苗
を
始
め
ま
し
た
。
漆
林
の

管
理
や
育
苗
に
つ
い
て
も
地
元
の
漆
関

係
者
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

浄
法
寺
漆
は
今
年
、
品
質
特
性
と
産

地
を
保
証
す
る
特
定
農
水
産
物
の
地
理

的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
登
録
産
品
と
な
り
ま

し
た
。
浄
法
寺
で
長
年
育
ま
れ
た
技
術

や
品
質
が
、
「
浄
法
寺
漆
」
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
認
知
さ
れ
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。



継

承
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日
本
う
る
し
掻
き
技
術
保
存
会
会
長

撮影：植樹を進めている「漆うるわしの森」

工
藤
竹
夫
さ
ん
の
弟
子
の
1
人 さ

ん

工く

藤
ど

う

竹
た

け

夫お

さ
ん

三み

上
か

み

山
や

ま

清
き

よ

隆
た

か

木を大事にすることが技術習得の第一歩やればやっただけ自分に返ってくる仕事

　漆掻きの指導をする際、

誰に対してもまずは道具の

使い方をしっかり教えてい

ます。木に傷を付ける時の

切り口を滑らかにすること。

これが、質のいい漆、さら

に量にもつながり、木も痛

みにくくなります。また、

中にはなかなか上手くでき

ない人もいます。こういう

人には、できるようになる

まで、何度も何度も、根気

強く教えるように心がけてきました。

　私が教えるのはあくまで基本です。そこか

らの技術を高めるには経験を積んだ上で、自

ら質問しながら覚えていくしかありません。

文化財の修復で 100％国産漆が使われるよ

うになり、今まで以上に植樹も盛んになって

きました。漆掻きの後継者の指導にもさらに

力を入れて取り組んでいきたいです。

　漆に興味があり、短期

研修や長期研修を受けて

みて、漆掻きになろうと決

めました。竹夫さんからは、

漆の掻き方のほか、道具

の作り方や木を大事にす

ることなど多くのことを学

んでいます。最初はわから

ないことだらけでした。１

年研修を受けて専門用語

も少しずつ覚え、最近よ

うやく竹夫さんが何を伝

えようとしているのか、次何をすればいいの

かわかってきた部分もあります。

　まだまだ教わったことを 100％できてい

ません。竹夫さんの弟子の１人として、何年

かかってでも質のいい漆が取れるように経験

を積んでいきたいです。竹夫さんも話してい

ましたが、質のいい漆が取れるようになれば

必然と量も取れるようになると思います。

さん長
な が

島
し ま

まどか

元地域おこし協力隊

　漆に興味を持ったのはテレビ

がきっかけでした。二戸市で研

修生の募集があるということで

問い合わせてみましたが満員。

しかし、そこで協力隊の制度が

次の年から始まることを教えて

もらい応募し、協力隊として３

年間活動しました。以前は広島

で熊野筆を作る仕事に従事。漆

も熊野筆と同じ自然の中にある

ものを相手にするという点で、

漆掻きになることに大きな抵抗

はありませんでした。

　昨年度で協力隊期間が終了

し、今年から独立して漆を掻い

ています。木の性質を一本一本

見極めたり、天候や気温、雨の

量などを見極めながら、自分で

判断しなくてはいけないところ

が難しくもあり面白さでもあり

ます。自分の判断が上手くいっ

たら、思い通りの質と量が取れ

て「よし！」という気持ちにな

ります。今後はさらに経験を積

んで、 どんな年でも一定の量

（１本から 250 ～ 300㌘、年間

180 ～ 200 本）と質で漆をと

れる職人でありたいです。

それぞれの思いを胸に 漆人は伝統をつなぐ

　小中学校の総合学習で浄法寺

漆について勉強してきました。

小学６年生の時、ほほえみ工房

と協力して漆の木をイメージし

たパン「じゃパン」を作り販売

したこともあります。市内だけ

でなく盛岡や東京でも販売し、

多くの人に浄法寺漆を PR する

ことができました。

　また、浄法寺漆が日光東照宮

や中尊寺金色堂、鹿苑寺金閣な

どに使用されている事も総合

学習を通して学びました。さら

に、先日火災によって焼失した

首里城の正殿外壁にも天然漆が

使われていたことが分かりま

した。漆の需要はこれからも高

まっていくと思います。 その

国内産漆の中でも 70% という

圧倒的なシェアを誇る浄法寺漆

が、これからさらに生産量を伸

ばしていってほしいです。

　浄法寺で育った若い私たちが

職人になっていけば、漆の知名

度向上、生産量増加に貢献でき

るのだと思います。しかし、進

学や就職などでふるさとを離れ

る人が多くいることも現実で

す。そのため、浄法寺を、そし

て漆を支えてくれている人たち

には心から感謝しています。

　将来、自分はどんな仕事につ

いているか分かりませんが、何

か 1 つでも浄法寺の象徴であ

る「漆」に関わることができれ

ばと思います。

さん安
や す

ケ
が

平
ひ ら

海
か い

永
と

浄法寺中２年　生徒会長

上／「じゃパン」

販 売 会 で PR す

る 安 ケ 平 さ ん

（中央）

下／中学校では

植樹を体験

工藤さん（左）から道具の作り方を学ぶ弟子の皆さん

漆は浄法寺が誇る第一次産業

自分のペースで技術を磨く

びとうるし
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浄
法
寺
漆
に
限
ら
ず
、
国
内
の
漆
産
業
は
一
時
期
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
し
た
。
安
価
な
外
国
産
漆
に
押
さ
れ
、
安
く
買
い
た
た
か
れ
た
り
、

売
れ
ず
に
在
庫
だ
け
が
積
み
重
な
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
必
然
的
に
職
人
の
数
も
減
少
。
そ
れ
で
も
浄
法
寺
が
一
大
産

地
と
し
て
粘
り
強
く
生
き
て
い
た
の
は
、
漆
が
地
域
に
根
づ
き
、
原
木
と
技

術
を
守
り
受
け
継
い
で
き
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
に
は
、
職
人
一
人
ひ
と
り
の

漆
に
対
す
る
強
い
「
誇
り
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
「
漆
」
に
は
「
国
宝
・
重
要
文
化
財
は
１
０
０
％
国
産
漆
で
修
理
す
る
」

と
い
う
、
か
つ
て
な
い
追
い
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。
漆
掻
き
職
人
の
数
や
原

木
の
確
保
な
ど
課
題
は
山
積
み
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
浄
法
寺
漆
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
を
守
り
抜
い
て
き
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
そ
の
意
思
を

取
材
を
終
え
て

引
き
継
い
で
、
ま
た
次
の
世
代
へ
伝
え
よ
う
と
尽
力
し
て
い
る
人
た
ち
も
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
で
、
二
戸
地
域
に
は
か
け
が
え
の
な
い
、
世
界
に
誇
れ
る
「
宝
」「
資

源
」
「
人
」
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
現
在
市
で
は
、
二
戸
の
風
土
や

歴
史
、
文
化
を
地
域
の
物
語
と
し
て
伝
え
な
が
ら
「
に
の
へ
の
宝
」
を
五
感
で

体
験
し
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
産
業
体
験
型
観
光
「
に
の
へ
型
テ
ロ
ワ
ー
ル
」

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
根
幹
の
一
つ
と
し
て
、
浄
法
寺
漆
を
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
他
地
域
の
伝
統
的
な
技
術
と
共
に
、
漆
掻
き
技
術
・
精
製
技
術

の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
に
誇
れ
る
地
域
資
源
を
守
り
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す
た
め
に
も
、
二
戸

市
が
一
つ
と
な
り
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
で
し
ょ
う
。
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漆 

伝
統
と
文
化
の
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泉 

完
）

H28. ６. １　地域おこし協力隊２人任用

H29. ６. １　地域おこし協力隊１人任用

H29. ９.25　㈱岩手銀行と漆の林づくりパ

　ートナー協定締結

H29.11.28　㈱事務機商事と漆の林づくり

　パートナー協定締結

H29.12.26　二戸ロータリークラブと漆の

　林づくりパートナー協定締結

H30. ２.22　大塚製薬㈱漆振興支援自動販

　売機設置

H30. ４. １　地域おこし協力隊１人任用

H30. ４.26　盛岡ターミナルビル㈱と地方

　創生の連携に関する協定締結

H30. ６. １　地域おこし協力隊３人任用

H30. ７.26　㈱小西美術工藝社と地方創生

　の連携に関する協定締結

H30. ９. ５　NTT 東日本と漆の林づくり

　パートナー協定締結

H30.10. ５　岩手県浄法寺漆生産組合、日

　本うるし掻き技術保存会、（公財）日光

　社寺文化財保存会、（一社）社寺建造物

　美術保存技術協会と国指定文化財建造物

　保存修理による浄法寺漆振興に関する連

　携協定締結

H30.12.27　浄法寺漆が地理的表示（ＧＩ）

　に登録

R １. ５. １　地域おこし協力隊３人任用

R １.10. ３　（公社）ゴルフ緑化促進会と

　漆うるわしの森づくり協定締結

R １.11. ６　農林中央金庫、岩手県森林組

　合連合会、浄安森林組合との漆の林づ

　くりパートナー協定締結

R １.11.13　漆うるわしの森に地域の小中

　高生、関係団体ほか約 200 人が参加し、

　漆 450 本、トチノキ 200 本の苗木を植樹

R １.11.17　漆うるわしの森に北緯 40°ナ

　ニャトヤラ連邦会議（八戸、久慈、二戸）

　とパートナー企業約 180 人が漆 500 本の

　苗木を植樹

　市は、漆振興のためさまざまな団体・企

業と連携協定を結び、パートナーとして協

力をいただきながら、漆林の整備や管理、

漆の保全などの事業を進めています。

市の取り組み
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